
申込みおよび問合せ　蘂94̶0051

今
月
の
健
康
俳
句　

和
紙
の
里
　
手
作
り
雛
に
　
命
折
り

半
音
の
　
狂
い
気
に
な
る
　
演
歌
好
き

木
村　

千
代
子

天
野　

信
和

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
月
の
健
康
川
柳　

第
21
回
愛
知
県
介
護
支
援

専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
料

が
決
定
し
ま
し
た

神
経
難
病
患
者•

家
族
の
つ
ど
い

　

子
ど
も
の
フ
ッ
化
物
塗
布
、
成
人
歯
科

健
診
を
実
施
し
ま
す
。

日�

時　

6
月
10
日
豸

　

午
前
9
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

場�

所　

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
2
階　

保
健
セ

ン
タ
ー

対�

象
者

▽
１
歳
か
ら
小
学
3
年
生　

※
予
約
不
要

　

▽
町
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳
以
上
の
方

　
　
（
定
員
25
名
）　

※
要
予
約

内
容
　
◎ 

歯
科
健
診
◎ 

歯
科
相
談

　

◎ 

フ
ッ
化
物
塗
布
（
子
ど
も
）

実
施
機
関　

尾
北
歯
科
医
師
会

申�

込
み　

健
康
生
き
が
い
課

　

健
康
グ
ル
ー
プ

　

蘂
94
ー

０
０
５
１

　

平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
料
を
決
定
し

ま
し
た
。
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
を
全

て
の
65
歳
以
上
の
方
へ
6
月
に
送
付
し
ま

す
。
介
護
保
険
料
は
、
ご
本
人
と
そ
の
世

帯
の
住
民
税
課
税
状
況
や
収
入
・
所
得
に

応
じ
て
11
段
階
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
お
支
払
い
に
ご
協
力
を　
　

　

介
護
保
険
制
度
は
、
保
険
料
と
公
費
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
は
誰
に
で
も

起
こ
り
う
る
問
題
で
す
。
し
か
し
、
介
護

保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
将
来
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
制
限
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
将
来
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
な
い
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※ 

1
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
が
一
旦
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

※ 

1
年
６
か
月
以
上
滞
納
す
る
と
、
保
険

給
付
が
一
時
差
し
止
め
と
な
り
ま
す
。

※ 

さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と
、
保
険
給
付
か

ら
滞
納
保
険
料
額
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

※ 

滞
納
が
2
年
以
上
続
く
と
、
介
護
保
険

料
を
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

合
せ
先
　
健
康
生
き
が
い
課　

介
護
高

齢
グ
ル
ー
プ　

蘂
94
ー

０
０
５
１

　

愛
知
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　

10
月
14
日
豸

受
験
資
格

　

次
の
①
お
よ
び
②
に
該
当
す
る
方

① 

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野
で
合
計
5

年
以
上（
一
部
の
対
象
者
は
10
年
以
上
）

の
実
務
経
験
が
あ
る
方

② 

①
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
勤
務
地
が

愛
知
県
に
あ
る
方
、
若
し
く
は
、
現
在

①
の
業
務
に
従
事
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、

住
所
地
が
愛
知
県
に
あ
る
方

願 

書
の
配
布
期
間

　

６
月
５
日
貂
か
ら
7
月
11
日
貉

願 

書
の
配
布
場
所　

▽
健
康
生
き
が
い
課

▽
愛
知
県
高
齢
福
祉
課
▽
県
福
祉
相
談

セ
ン
タ
ー
地
域
福
祉
課
▽
県
民
相
談
室

▽
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会

願 

書
の
受
付
期
間

　

６
月
５
日
貂
か
ら
7
月
11
日
貉

問 

合
せ
先　

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー　

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
係

　
蘂
０
５
２
ー

２
１
２
ー

５
５
３
０（
直
通
）

（
6
月
12
日
貂
か
ら
11
月
２
日
貊
の
期

間
）

　

蘂
０
５
２
ー

２
１
２
ー

５
５
１
６

　
（
右
記
期
間
以
外
）

　

保
健
所
で
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
脊
髄

小
脳
変
性
症
、
多
系
統
萎
縮
症
、
多
発
性

硬
化
症
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（
Ａ
Ｌ

Ｓ
）
な
ど
の
神
経
系
難
病
の
患
者
さ
ん
と

そ
の
家
族
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
第

１
回
は
音
楽
療
法
を
お
こ
な
い
ま
す
。
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
大
き
な
声
で
歌
っ
た
り
、

体
を
動
か
し
た
り
、
楽
し
い
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
、
関
心
の
あ
る
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日�

時
　

6
月
28
日
貅

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

内�

容
　
音
楽
療
法
「
音
楽
で
こ
こ
ろ
も
か

ら
だ
も
元
気
に
」　

患
者
・
家
族
交
流
会

講�

師
　
本
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

音
楽
療
法
士　

小
川
尚
子
さ
ん

会
場　

江
南
市
布
袋
ふ
れ
あ
い
会
館

　
（
江
南
市
布
袋
町
東
３
５
９
）

※�

保
険
料
と
し
て
年
１
回
50
円
を
徴
収
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申�

込
み
期
限　

６
月
27
日
貉
ま
で

申�

込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

　

江
南
保
健
所　

健
康
支
援
課

　

地
域
保
健
グ
ル
ー
プ
（
難
病
担
当
）

　

蘂
56
ー

２
１
５
７

歯
の
健
康
セ
ン
タ
ー
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■ 和食は文化遺産です！

　　　　 生きる上での基本であって、知育・徳育・体
育の基礎となるべきもの（食育基本法）。だから、乳幼
児から高齢者までの全世代に関係するものです。

　◎ご飯（あいちのかおり）

　◎えびと大豆のごまがらめ

　◎かき玉汁

　◎土佐和え

　◎桃ゼリー

各施設の給食は、厚生労働省から出される「日本人の食事摂取基準」に基づいて設定された給与栄養目標量に基づき献立を作成し
提供されています。

【いのち】をいただく感謝をこめて、『いただきます』『ごちそうさま』を。6月は食育月間です。

ご存知ですか？ 毎月19日は です。「おうちでごはんの日」

給食メニュー 給食メニュー 6
19
／

火

町内保育園と小中学校の給食を地産地消の
共通和食メニューで実施します。　
※献立内容は予定と異なることがあります
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譁
譌
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證
譖
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讒
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食育とは…　

　和食は、平成 25 年にユネスコ無形文化遺産に登録された、素材や季節を味わう日本の食文化です。

一汁三菜を基本とした食事は、栄養素のバランスがよく、健康的な食事のため、日本人の長寿や肥満

防止に役立っています。和食には、自然の美しさや季節の移ろいを表現することや、正月などの年中

行事を楽しむ伝統があります。さらには、食べることへの感謝の気持ちやもったいないという食べ物

を大切にする気持ちも和食文化の特徴です。日本人の食生活が多様化する中、改めて和食のよさを体

感し、味わってみましょう！

６月は食育月間です６月は食育月間です６月は食育月間です

図書館では6月の食育月間中、 “美味しいって幸せ”をテーマにした食育の特集をおこないます。
ぜひ食べるということについて知識を深めてみてはいかがですか？

給食をおうちでも再現してみませんか？また、学校給食や和食を話題に家族で話をしてみませんか？

■ 6月19日（火）は「おうちでごはんの日」

かき玉汁
材料（４人分）
・小松菜…40ｇ
・にんじん…25ｇ
・えのきたけ…・20ｇ
・ねぎ…30ｇ
・木綿豆腐…80ｇ
・卵（Ｍサイズ）…１個

小松菜は１㎝の長さに切る。にんじんは、いちょう切
り、ねぎは小口切りする。えのきたけは、根の部分を
切り落としてほぐす。豆腐は１㎝角に切る。
鍋にだしをとり、にんじん、小松菜を加え、えのきた
け、ねぎ、豆腐も加える。
材料に火が通ったら、しょうゆ、塩を加え、水溶き片
栗粉をまわし入れる。
溶いた卵を３. の鍋に加えて完成。

・かつおだし…600裨
・濃口しょうゆ…大さじ１
・塩…ひとつまみ
・水溶き片栗粉
  　片栗粉…大さじ１
  　水…大さじ２

　他のメニューを含む給食レシピは、
町内の保育園・児童センター・図書館・
役場・保健センター等で配布します。
（６月中）

作り方
１.

２.

３.

４.

【大口町産大豆使用】
【大口町産小松菜使用】

【大口町産小松菜使用】

※保育園はサケ

（下処理は省略します）

ませんか？
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94̶005194̶0051
（健康生きがい課）


